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嚢
ー
慈
蒙
鍵
ー
灘
、

　
大
厳
寺
原
牧
場
で
昨
年
よ
り

半
月
も
早
い
五
月
三
十
日
横
尾

上
越
家
畜
保
健
衛
生
所
長
等
二

十
名
が
出
席
し
て
開
牧
式
が
行

な
わ
れ
た
。

　
こ
と
し
は
雪
消
え
も
は
や
く

そ
の
後
の
気
象
状
態
も
よ
く
牧

草
の
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
、
ク
ロ
ー

バ
ー
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ブ
ル
ー
グ

ラ
ス
な
ど
あ
お
あ
お
と
大
き
く

伸
び
た
二
十
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

広
い
牧
場
に
体
重
測
定
と
ッ
メ

に
番
号
が
押
さ
れ
繁
殖
牛
四
十

五
頭
、
肥
育
牛
十
六
頭
が
放
さ

れ
た
。

　
放
牧
手
数
料
は
一
日
一
頭
一

歳
ま
で
五
十
五
円
、
一
歳
以
上

六
十
五
円
で
十
月
中
旬
ま
で
放

牧
さ
れ
る
。

　
こ
の
牧
場
は
昭
和
三
十
六
年

五
、
三
十
七
年
七
、
三
十
八
年

　
　
　
　
　
　
。
低
所
得
で
六
五
才
以
上
の
世
話

・
販
．
”
　
　
■
・
一
　
を
す
る
人
の
い
な
い
老
人
に
町

で
は
こ
の
ほ
ど
老
人
福
祉
法
に
よ
る
家
庭
奉
仕
員

（
ホ
ー
ム
・
ヘ
ル
パ
ー
）
を
設
け
た
。

　
奉
仕
員
は
上
川
手
の
村
山
サ
ワ
（
五
〇
才
）
さ
ん
で
六

月
中
旬
か
ら
寝
た
き
り
老
人
の
家
庭
を
週
二
時
間
づ

つ
二
回
位
訪
問
世
話
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

．
螢
．
【
　
　
，
、
『
必
ζ
，

新
し
く
林
間
放
牧
肥
育

三
、
三
十
九
年
五
、
四
十
二
年

に
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
開
拓
さ
れ
牧

草
地
二
十
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
林

野
放
牧
地
三
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
こ
と
し
更
に
百
八
十
三
万
円

の
事
業
費
で
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
草

地
造
成
さ
れ
る
。

　
昭
和
四
十
二
年
に
県
内
で
も

初
め
て
の
蹄
耕
（
て
い
こ
う
）

法
に
よ
る
牧
野
造
成
に
成
功
、

こ
と
し
は
、
一
部
の
試
験
場
で

研
究
中
の
屋
外
肥
育
法
に
ち
か

い
新
し
い
林
間
放
牧
肥
育
を
役

場
技
術
員
の
指
導
で
は
じ
め
た
。

　
こ
の
林
間
放
牧
肥
育
は
林
を

サ
ク
で
囲
い
エ
サ
場
に
す
る
所

を
伐
採
し
こ
の
雑
丸
太
で
エ
サ

場
用
の
か
ん
た
ん
な
ト
タ
ン
屋

根
の
小
屋
を
つ
く
り
、
粗
飼
料

の
ワ
ラ
と
朝
一
回
配
合
飼
料
を

与
え
る
だ
け
で
自
由
に
し
て
お

く
。　
こ
の
方
法
だ
と
畜
舎
を
つ
か

わ
な
い
の
で
設
備
費
が
少
な
く

少
労
力
で
多
頭
飼
育
が
で
き
、

狭
ま
い
畜
舎
飼
育
と
ち
が
い
運

動
を
す
る
の
で
脂
肪
の
少
な
い

良
質
の
肉
が
で
き
畜
舎
飼
育
よ

り
三
十
㎏
以
上
も
重
い
四
百
五

十
㎏
位
に
で
き
る
と
い
う
も
の

で
、
そ
の
成
果
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。

大
ご
ん
じ
原
牧
場

「書

麹　　係　　パ　　県国
　　費庫
　　）
補
助
事
業
き
ま
る

　
県
が
本
年
度
実
施
す
る
松
之

山
町
関
係
事
業
の
う
ち
国
庫
補

助
事
業
、
県
費
補
助
事
業
の
一

次
分
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
っ
た
。

主
な
事
業
は
次
の
通
り
。

◎
土
木
関
係
国
費

△
高
田
松
之
山
六
日
町
線
一
、

九
五
〇
万
、
道
路
改
良
（
天
水

越
）
舗
装
（
湯
山
）
橋
梁
架
換

（
橋
詰
）
突
角
（
東
川
）
△
大

島
津
南
線
七
八
O
万
、
道
路
改

良
（
松
之
山
）
防
雪
（
天
水
島
〉

△
松
之
山
後
谷
高
柳
線
三
〇
〇

万
遣
儲
改
良
（
小
谷
晃
ム
地
す
べ

り
防
止
六
、
五
九
〇
万
、
　
（
松

之
山
、
兎
口
、
藤
倉
、
新
田
、

中
立
山
、
日
池
）
△
通
常
砂
防

七
〇
〇
万
（
東
川
）

◎
県
　
費
　
　
　
△
高
m
松
之

山
六
日
町
線
一
、
〇
六
〇
万
、

道
路
改
良
（
松
之
山
、
湯
山
、

中
立
山
）
暗
渠
（
湯
山
）
△
大

島
津
南
線
七
〇
万
、
突
角
（
天

水
島
）
△
月
池
松
代
線
二
〇
万

防
護
柵
（
浦
田
）

◎
林
務
関
係
国
費
　
　
△
地
す

　
　
　
　
　
放
牧
肥
育
舎

造
林
労
務
班
発
足

個
々
の
造
林
サ
ー
ビ
ス
も

＝

べ
り
防
止
二
、
一
三
〇
万
（
湯

本
、
中
尾
、
黒
倉
）
△
予
防
治

山
三
八
O
万
、
　
（
湯
本
）
△
な

だ
れ
防
止
二
〇
〇
万
、
　
（
湯
本
）

◎
農
地
関
係
国
費
　
　
△
農
免

道
路
三
年
間
で
六
、
三
〇
〇
万

（
天
水
越
）

◎
国
営
、
営
林
省
関
係
　
△
地

す
べ
り
防
止
二
、
九
五
〇
万
、

　
（
湯
山
、
天
水
島
、
天
水
越
）

　
町
議
会
土
木
委
員
会
は
町
内

道
路
巡
視
を
五
月
二
六
日
（
浦

田
地
区
）
二
七
日
（
松
里
、
東

｝
川
、
川
手
地
区
）
二
八
日
（
松

之
山
、
三
省
地
区
）
の
三
日
間

行
な
い
、
本
年
度
町
道
改
良
、

補
修
、
災
害
復
旧
事
業
の
査
定

　
を
し
た
。
総
額
四
八
七
万
円
で

主
な
事
業
は
次
の
通
り
。

　
△
敷
砂
利
（
一
七
七
坪
）
二
三
〇
万

　
△
段
切
、
突
角
（
三
ケ
所
）
三
〇
万

　
△
橋
梁
修
理
（
ニ
ケ
所
）
　
九
万

…
△
集
水
枡
（
五
ケ
所
）
　
一
四
万

　
△
杭
打
（
七
ケ
所
）
　
　
　
八
万

　
△
石
積
（
一
六
ケ
所
）
　
一
一
九
万

　
△
道
路
側
溝
（
五
五
七
本
）
五
二
万

　
ム
ヒ
ュ
ー
ム
管
（
二
〇
本
と
三
万

　
ム
ポ
リ
パ
イ
プ
　
　
　
　
三
万

　
町
有
林
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

管
理
と
、
一
般
造
林
希
望
者
に

対
し
て
、
特
定
の
技
術
と
労
働

力
提
供
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
ょ
う

と
、
こ
の
ほ
ど
松
之
山
町
森
林

組
合
に
三
班
の
労
務
班
が
出
来

た
。　
こ
の
労
務
班
は
、
松
之
山
町

森
林
組
合
の
計
画
と
、
頚
城
林

業
事
務
所
の
技
術
指
導
に
よ
っ

て
六
月
の
下
旬
か
ら
活
動
を
は

じ
め
る
。

森
林
組
合
で
は
、
一
般
組
合
員

の
造
林
意
欲
を
も
り
上
げ
る
た

　
　
六
月
二
十
六
日
役
場
で

N
H
K
ド
ラ
マ
「
天
と
地
と
」

の
名
場
面
写
真
、
台
本
な
ど
八

十
点
余
り
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

入
場
無
料
。

　
新
し
く
津

南
－
雁
ガ
峯

i
松
之
山
温

泉
ま
で
の
ハ

イ
ク
コ
ー
ス

が
計
画
さ
れ

六
月
中
旬
に

一
部
な
ぎ
払

い
な
ど
が
お

こ
な
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ

た
。

　
こ
れ
は
、
最
近
フ
・
ン
テ
イ

ア
を
求
め
る
旅
行
者
が
多
く
、

町
観
光
協
会
の
“
秘
境
松
之
山
”

の
宣
伝
と
相
ま
っ
て
交
通
の
不

便
な
温
泉
地
へ
は
、
か
え
っ
て

自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
の
徒
歩

コ
ー
ス
を
と
い
う
長
野
鉄
道
管

　
隔
れ
キ

　
リ
シ
タ
ン

め
に
、
こ
の
労
務
班
を
お
お
い

に
活
用
し
著
ら
い
た
い
の
で

小
面
積
の
造
林
で
も
一
応
森
林

組
合
に
相
談
し
て
ほ
し
い
と
期
反
）
を
農
家
八
戸
が
養
蚕
組
合

待
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
を
つ
く
り
協
同
で
桑
園
造
成
を

下
え
び
池
に
共
同
量
は
葬
離
総
亀
八

　
　
　
三
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
　
鄭
†
万
円
で
・
う
ち
県
費
補

　
下
え
び
池
部
落
で
は
、
地
す
助
五
十
五
万
円
、
町
費
補
助
七

べ
り
復
旧
事
業
で
昨
年
十
ヘ
ク
　
万
円
、
と
な
っ
て
い
る
。
す
で

タ
ー
ル
（
十
町
歩
）
の
水
田
が
区
　
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
る
造
成

画
整
備
し
た
の
を
機
会
に
復
旧
整
備
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
秋

対
象
外
と
な
っ
た
地
す
べ
り
地
　
ま
で
に
桑
の
植
付
を
す
る
こ
と

三
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
三
町
五
に
な
っ
て
い
る
。

献
血
者
お
お
ぜ
い

　
　
　
　
ー
ゆ
う
あ
い
号
－

　
皆
様
の
尊
い
善
意
に
よ
る
献

血
が
五
月
十
二
日
松
里
地
区
、

五
月
十
四
日
松
之
山
地
区
の
ニ

ヵ
所
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
里
地
区
で
は
、
七
十
三
名

の
申
出
者
中
低
比
重
、
高
血
圧

等
で
不
適
格
の
十
二
名
を
除
き

六
十
一
名
の
方
々
か
ら
、
松
之

山
地
区
で
は
百
二
十
九
名
中
百

十
名
の
方
々
か
ら
合
計
三
十
四
　
七
月
二
日
に
は
浦
田
小
学
校
前

で
十
時
か
ら
午
後
二
時
半
ま
で

お
こ
な
わ
れ
ま
す
の
で
一
層
の

「
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

理
局
の
計
画
に
同
協
会
が
協
力

し
て
開
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
行
程
は
、
津
南
ス
キ
：
場
か

ら
茶
屋
峠
（
標
高
五
百
米
）
を

経
て
雁
が
峯
（
七
百
六
十
米
）

頂
上
か
ら
松
之
山
温
泉
へ
、
徒

歩
で
約
四
時
間
の
コ
ー
ス
で
あ

る
。
　
雁
が
峯
頂
上
は
眺
望
に
す
ぐ

れ
、
魚
沼
三
山
、
苗
場
山
を
は

じ
め
遠
く
善
光
寺
平
を
望
見
す

る
こ
と
な
ど
が
で
き
、
町
観
光

協
会
で
は
こ
こ
に
展
望
所
を
つ

く
り
た
い
構
想
で
あ
る
。

　
ま
た
国
鉄
側
で
は
、
春
山
の

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
と
し
て

も
指
定
し
た
い
考
え
で
、
既
に

去
る
三
月
第
一
回
の
踏
査
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

マ
リ
ヤ
観
音
保
存
会
生
る

　
　
　
　
新
し
い
観
光
資
源
に

　
湯
山
松
陰
寺
に
マ
リ
ヤ
観
音

像
が
発
見
さ
れ
た
の
は
昭
和
四

十
年
夏
、
文
化
財
調
査
団
一
行

・
ニ
リ
ッ
ト
ル
の
献
血
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お

保
存
会
趣
意
書

き
き

　
い
ま
「
天
と
地
」
が
日
本
国

中
の
テ
レ
ビ
フ
ア
ン
を
わ
か
せ

て
い
る
と
、
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
秘
境
松
之
山
が
天
と
地

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
な
く
、
戦
国
時
代
か
ら
そ

う
い
う
名
将
や
、
こ
れ
ら
の
人

達
に
影
響
さ
れ
た
文
化
と
生
活

の
伝
統
が
あ
り
、
上
越
地
域
の

中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
と
し

が
来
町
の
と
き
で
あ
る
。

一
行
の
中
の
高
田
茂
先
先
（
元

立
教
大
総
長
）
は
日
本
の
仏
像

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
湯
山
松
陰
寺
で
昭
和
四
一
年

に
発
見
（
日
本
の
宗
教
研
究
の

大
家
で
、
元
立
教
大
総
長
高
田

茂
氏
鑑
定
）
さ
れ
た
マ
リ
ア
観

音
像
の
由
緒
も
こ
の
よ
う
な
意

味
あ
い
で
大
書
す
べ
き
も
の
と

信
ず
る
。

　
キ
リ
シ
タ
ン
は
一
五
八
七
年

豊
臣
秀
吉
の
バ
テ
レ
ン
追
放
令

以
釆
、
徳
川
幕
政
下
、
激
し
い

迫
害
の
中
で
、
壊
滅
し
た
か
に

思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
迫
害
下
に
あ
っ
て
、
民
衆
と

共
に
、
そ
の
文
化
の
中
に
、
民

衆
の
知
恵
に
よ
っ
て
、
マ
リ
ァ

像
を
子
安
観
音
、
子
育
地
蔵
と

表
現
し
守
り
り
つ
が
れ
て
き
た

マリア地蔵（杖に十字がある）

に
つ
い
て
は
著
名
の
研
究
家
で

そ
の
著
「
マ
リ
ヤ
観
音
、
や
そ

仏
概
説
」
の
中
に
写
真
入
り
で

松
陰
寺
の
マ
リ
ヤ
観
音
像
と
、

マ
リ
ヤ
地
蔵
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
か
ら

別
項
に
登
載
）

　
同
観
音
像
お
よ
び
地
蔵
は
、

古
く
か
ら
子
安
観
音
、
子
育
地

蔵
と
し
て
住
民
の
信
仰
が
深
く

魚
沼
、
頚
城
一
帯
か
ら
参
拝
に

く
る
者
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
び
地
元
の
有
志
が
中

心
と
な
っ
て
保
存
会
を
結
成
し

ょ
う
と
別
項
の
よ
う
な
よ
び
か

け
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
町
観
光
協
会
で
は
前
述

の
高
田
茂
先
生
著
「
マ
リ
ヤ
観

音
と
や
そ
仏
概
説
」
を
再
版
し

て
こ
の
販
売
代
金
を
保
存
資
金

の
一
部
に
援
助
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。「

受
診
券
」
が

　
　
　
出
て
い
ま
す

↓
心
れ
ず
診
療
所
窓
口
へ
ー

　
受
診
券
の
発
行
に
つ
い
て
、

　
三
月
よ
り
診
療
所
　
受
付
で

発
行
し
て
お
り
ま
丸
「
受
診
券
」

は
、
再
診
時
及
び
診
療
事
務
を

能
率
的
に
す
す
め
る
目
的
で
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
受
診
券

は
再
診
及
び
投
薬
を
受
け
る
時

必
ず
受
付
係
に
お
見
せ
く
だ
さ

い
。
　
（
診
察
室
へ
入
る
時
は
不

用
）
、

湯
本
、

松
之
山
、

東
川
、

坪
野
、

ど
の
診

療
所
で

受
診
す

廻受診券　　の、腱本、鰹扶、生保、現垂

”髭　　　暑 象｝尺　　一
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旗　当　区 倉　田

カ【9賦愛診の榔らず億口に”出し下さい

　　　　松之山診療所

る
時
も
忘
れ
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
　
　
　
（
松
之
山
診
療
所
）

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　
新
年
度
に
入
り
ま
す
と
、
社

保
、
国
保
共
に
保
険
証
の
番
号

が
変
更
に
な
り
ま
す
が
、
診
療

所
で
変
更
を
知
ら
ず
に
い
ま
す

と
、
事
務
上
困
り
ま
す
の
で

初
診
の
方
は
勿
論
の
こ
と
、
再

診
の
方
も
必
ず
保
険
証
を
。
ま

た
「
保
険
証
」
社
保
か
ら
国
保

等
に
変
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

も
の
で
あ
る
。

　
古
い
時
代
と
い
い
な
が
ら
、

き
び
し
い
弾
圧
の
中
で
保
ち
続

け
ら
れ
て
き
た
信
仰
と
民
衆
生

活
の
ふ
れ
あ
い
を
想
い
お
こ
す

と
き
、
私
達
は
厳
粛
な
気
持
に

さ
え
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
賛
同
の
方
々
の
力
に

よ
っ
て
保
存
会
を
つ
く
り
、
伝

統
あ
る
マ
リ
ア
観
音
像
の
現
代

的
な
意
義
を
よ
り
多
く
の
人
々

に
理
解
し
て
い
た
だ
き
長
く
顕

賞
し
、
ま
た
松
之
山
町
が
、
史

蹟
、
伝
説
と
も
に
豊
か
な
観
光

地
と
な
っ
て
も
ら
う
一
助
に
し

た
い
こ
と
を
、
こ
い
願
う
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
発
起
人
一
同

　
松
陰
寺
住
職
　
藤
田
暁
道

譲
糎

薄
隈
　

　
町
の
主
催
で
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
青
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

卓
球
の
三
種
目
が
各
地
区
対
抗

戦
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
東
頚
城
六
ケ
町
村
が

同
じ
日
に
そ
ろ
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
を
や
る
日
で
す
。

松
之
山
・
三
省
・
布
川

す
。参
加
資
格
は
町
内
に
住
居
又
は

勤
務
先
の
あ
る
人
で
す
。
た
だ

し
主
と
し
て
体
育
を
担
当
し
て

い
る
教
員
と
学
生
、
生
徒
、
児

　
　
　
童
は
遠
慮
し
て
い
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

疑
播
醜
回
ツ
剛

総
あ
た
り
の
リ
姦
5
＝

　
懇
幽
顧

力
・
協
力
す
る
精
神
を
県

養
い
、
全
町
民
が
一
つ

に
な
っ
て
楽
し
み
親
し
む
た
め

の
行
事
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の

あ
る
生
活
を
目
指
し
て
こ
の
ス

ポ
ー
ッ
の
日
が
盛
大
に
行
な
わ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

き
ま
す
。

　
チ
ー
ム
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
で
青
年
団
、
婦

人
会
が
中
心
に
な
っ
て

編
成
し
ま
す
。

　
開
会
式
は
松
之
山
中

で
八
時
半
か
ら
、
競
技

は
九
時
半
か
ら
各
会
場

で
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
婦
人
パ
レ
ー
ボ
：
ル

　
卓
球
…
　
松
之
山
中

　
青
年
．
ハ
レ
ー
ボ
！
ル

　
　
　
　
　
　
…
…
松
之
山
小

午
後
三
時
半
か
ら
閉
会
式
と
な

り
ま
す
。

こ
ぞ
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。
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五
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
八

日
の
一
週
間
に
四
件
、
六
月
九

日
か
ら
十
五
日
の
一
週
間
に
四

件
、
警
察
の
と
り
扱
っ
た
交
通

事
故
が
町
内
で
連
続
的
に
発
生
し

た
。
こ
の
内
二
件
は
飲
酒
運
転

三
件
は
高
校
生
の
バ
イ
ク
通
学

の
事
故
で
、
飲
酒
運
転
と
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
す
ぎ
が
原
因
。

　
交
通
法
規
に
基
づ
き
常
に
細

心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
運
転
し

歩
行
者
も
正
し
く
通
行
し
事
故

の
起
き
な
い
よ
う
お
互
い
の
努

力
が
強
く
の
ぞ
ま
れ
て
い
る
。

　
最
近
の
事
故
概
況

▲
五
月
二
十
．
、
日
午
後
、
↓
時
．
．
一

十
分
ご
ろ
バ
イ
ク
の
高
校
生
が

帰
宅
途
中
松
之
山
地
内
で
ジ
ー

プ
と
正
面
衝
突
、
、
一
週
間
の
ケ
ガ
。

△
五
月
二
十
四
日
午
後
一
時
三

十
分
ご
ろ
松
之
山
地
内
で
主
婦

が
ト
ラ
ソ
ク
に
ハ
ネ
ら
れ
一
ケ

月
の
重
傷
。

△
五
目
二
卜
四
日
午
前
八
時
．
こ

ろ
浦
田
地
内
で
保
育
園
児
が
、
通

学
途
中
の
高
校
生
の
バ
イ
ク
に

　
　
晶
軒
籠
一

接
触
十
日
間
の
ケ
ガ
。

△
五
月
二
十
八
日
午
後
三
時
ご

ろ
光
間
地
内
で
バ
イ
ク
の
高
校

生
が
帰
宅
途
中
ラ
イ
ト
バ
ン
に

接
触
ニ
ケ
月
の
重
傷
。

週
間
に
四
件

▲
六
月
九
日
午
後
二
時
ご
ろ
小

谷
地
内
で
乗
用
車
が
十
八
米
の

ガ
ケ
下
に
転
落
。

▲
ム
ハ
日
月
上
－
一
口
口
午
必
剛
　
．
面
吋
一
二
L
T

分
ご
ろ
湯
本
地
内
で
飲
酒
運
転

の
乗
用
車
が
停
車
中
の
車
三
台

に
追
突
。

▲
六
月
十
五
日
午
後
二
時
ご
ろ

大
厳
寺
で
松
代
町
の
ト
ラ
ッ
ク

が
転
落
、
車
は
炎
上
し
た
。

▲
六
月
十
五
日
午
後
六
時
．
こ
ろ

松
乏
山
地
内
で
停
車
中
の
車
に

バ
イ
ク
が
追
突
。

松之山で真剣に沓辱糊讐
　　　　　　　　　　髪1昇屠
一農業後継者講座一

　
今
年
度
よ

り
志
農
者
講

座
か
ら
農
業

後
継
者
講
座

、
に
変
更
し
、

講
百
＋
名
の
対

者
象
者
を
も
っ

継
て
開
設
致
し

後
ま
し
た
・

業
こ
の
講
座

農
は
・
＋
八
～

［　　
二
十
五
才
ま

　
　
で
の
青
年
男

女
を
対
象
と
し
、
年
間
七

回
開
催
し
ま
す
。

　
す
ぐ
れ
た
農
業
経
営
及

び
、
農
家
生
活
の
た
め
に

必
要
な
知
識
並
び
に
、
技

術
を
習
得
し
、
農
業
後
継

者
と
し
て
の
誇
り
と
自
立

心
、
社
会
協
調
の
精
神
等

近
代
的
な
農
業
者
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
能
力
を
身
に

っ
け
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
年
間
の
主
な
活
動
は
、
稲
作

畜
産
、
養
蚕
等
の
講
義
及
び
現

地
視
察
、
一
般
教
養
並
び
に
キ

ャ
ン
プ
研
修
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
現
状
で
は
、
真
剣
に
農
業
と

取
り
く
ん
で
い
る
人
々
が
団
体

で
研
修
等
を
受
け
る
機
会
が
す

く
な
い
の
で
す
が
、
農
業
に
対

し
て
の
意
欲
を
益
々
向
上
す
る

た
め
に
、
農
業
後
継
者
講
座
を

お
お
い
に
．
こ
利
用
ね
が
い
ま
す
。

醗
麗
躍
蕪
難
糞
藤
韓
翻
続
翻
難
難
難
醐
鋼
　
鍛
闘
鐘

艶
薦
鞭
懲
鰯
朧
難
難
難
鑑
鵡
羅
雛
朧
難
　
義
麟
熱

．
幾
確
礒
鷹
総
罐
穫
、

　
　
　
　
　
反
当
十
三
～
四
万
円
見
込
む

　
昭
和
四
十
四
年
作
よ
り
、
今

ま
で
の
品
種
、
白
桐
か
ら
白
遠

州
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

品
種
は
今
迄
の
白
ダ
ル
マ
、
白

桐
に
く
ら
ベ
ヅ
＼
育
苗
及
び
、

収
穫
、
乾
燥
な
ど
が
容
易
に
で

ぎ
る
多
収
性
の
た
ば
こ
で
す
。

又
、
腐
敗
性
の
病
害
に
強
く
、

病
害
防
除
等
の
手
数
が
か
」
ら

ず
、
反
当
四
十
～
五
十
キ
ロ
の

増
収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

当
町
に
た
ば
こ
づ
く
り
が
導
入

さ
れ
て
か
ら
、
七
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
耕
作
当
初
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
大
幅
に
省

力
さ
れ
て
き
た
。

　
今
後
は
省
力
化
を
さ
ら
に
す

す
め
る
た
め
に
、
雪
中
に
お
け

る
播
種
も
多
段
式
の
共
同
育
苗

幹
刈
乾
燥
、
調
理
機
の
使
用
な

な
ど
を
す
Σ
め
た
い
と
計
画
し

て
い
る
。

　
災
害
補
償
は
、
掛
金
な
し
で

平
年
作
・
、
過
去
三
ケ
年
問
・
の

七
割
ま
で
交
付
さ
れ
る
。

　
価
格
は
、
毎
年
耕
作
許
可
申

…
の
前
に
決
定
さ
れ
ま
す
が
、

二
の
価
格
決
定
よ
り
収
納
が
始

ま
る
ま
で
の
間
に
、
経
済
成
長

率
が
五
％
上
が
る
と
、
再
度
価

格
引
上
げ
の
申
嗣
会
議
が
行
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
本
年
度
の
白
遠
州
の
価

格
は
、
前
年
比
で
九
・
六
、
二
％

引
き
あ
げ
ら
れ
、
反
当
り
二
百

六
七
か
ら
ヒ
ト
キ
・
見
込
ま
れ

る
の
て
、
代
金
は
七
一
二
か
ら
ト

四
万
円
に
な
る
見
込
み
で
あ
る

　
葉
た
ば
こ
新
規
耕
作
の
希
望

者
、
又
は
明
細
に
つ
い
て
の
御

相
談
は
役
場
産
業
課
に
…
・
：
。

　
な
お
、
希
望
が
あ
れ
ば
部
落

へ
出
張
相
談
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。る驚
騨

戸く咽荒レ大

ζ竺鷲，灘．。欝

　
広
報
は
町
の
壬
算
の
こ
と
と

か
仕
事
の
こ
と
と
か
を
お
知
ら

せ
し
、
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
役
割
り
を
も

っ
て
い
ま
す
が
、
直
接
、
住
民

の
生
の
声
を
と
り
上
げ
て
報
道

す
る
と
い
う
使
命
も
あ
わ
せ
も

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
“
部
落
探
訪
”
も
そ
の

よ
う
な
ね
ら
い
で
企
画
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
一
部
に
は
「
毎

回
同
じ
よ
う
な
題
材
が
多
く
暗

い
記
事
に
な
り
や
す
い
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
声
も
あ
る
と

聞
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
住
民
（

町
民
）
の
お
か
れ
て
い
る
社
会

的
環
境
が
共
通
し
て
い
る
た
め

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
う
話
し
合
い
の
場
で

出
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
、
こ
意
見

を
記
事
に
す
る
場
合
、
　
“
事
実

を
正
し
く
報
道
す
る
”
こ
と
に

努
め
て
い
る
こ
と
は
申
す
ま
で
’

も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
も
遠
慮

の
な
い
発
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
司
会
者
の
あ
い
さ
つ
か
ら
）

　
か
っ
て
二
十
数
年
前
、
石
油

の
掘
さ
く
が
行
な
わ
れ
、
部
落

民
に
も
働
ぎ
場
所
を
与
え
た
こ

と
の
あ
る
こ
の
部
落
f
。
大

荒
戸
は
い
ま
、
い
ろ
い
ろ
な
面

で
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い

る
。

　
不
足
な
飲
料
水
に
悩
み

「
飲
み
水
が
不
足
な
の
に
は
一

番
に
閉
口
し
ま
す
凶
「
十
分
な
の

の
は
春
先
だ
け
、
一
週
間
も
風

呂
の
水
を
替
え
な
い
こ
と
だ
っ

て
あ
る
ん
で
す
一
水
不
足
の
深

刻
な
話
が
ま
ず
持
ち
出
さ
れ
た
。

　
家
畜
の
飼
育
に
も
支
障

　
大
荒
戸
の
水
田
の
ほ
と
ん
ど

が
天
水
田
。
一
昨
年
は
干
害
で

町
中
が
さ
わ
い
だ
が
、
こ
の
部

落
だ
け
は
冷
静
に
干
害
に
対
処

し
た
。
部
落
民
の
水
に
対
す
る

注
意
心
が
被
害
を
未
然
に
防
い

だ
と
い
え
よ
う
。
消
防
用
水
も

な
い
か
ら
、
火
災
は
絶
対
に
出

さ
な
い
こ
と
が
何
よ
り
の
対
策

と
い
い
、
家
畜
の
多
頭
飼
育
も

当
然
水
と
い
う
カ
ベ
に
つ
き
当

る
と
い
う
。
電
気
洗
た
く
機
も

豊
富
な
水
を
必
要
と
す
る
か
ら

ど
う
し
て
も
手
で
や
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
。

　
農
村
の
都
市
化
・
近
代
化
の

波
に
洗
わ
れ
な
が
ら
今
な
お
、

飲
料
水
不
足
に
悩
む
部
落
が
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
わ
ゆ

在
し
よ
う
と
は
ー
。
　
「
上
湯

の
水
が
う
ら
や
ま
し
い
」
が
「

そ
う
か
と
い
っ
て
あ
の
水
を
引

く
に
は
部
落
の
仕
事
と
し
て
大

き
過
ぎ
る
凶
の
だ
。

　
“
過
疎
”
空
家
は
七
軒
も

　
部
落
ひ
と
り
の
力
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
。
も
う
一
つ
の

問
題
が
出
さ
れ
た
。
　
“
過
疎
”

が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
「
出
か
せ
ぎ
の
季
節
に
な
る

と
消
防
の
半
天
を
あ
ず
か
る
ん

で
す
一
と
一
人
の
老
人
の
弁
。

六
十
才
を
と
っ
く
に
超
え
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
や

　
の
老
人
は
続
け
て
、
　
「
空
屋
に

な
っ
て
い
る
家
が
七
軒
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
家
の
い
ろ
り
に
再

び
火
が
燃
え
る
可
能
性
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
ロ

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
指
を

　
り
な
が
ら
語
る
の
で
あ
る
。

　
十
二
年
間
に
十
二
戸
と

　
百
十
一
人
減

　
四
十
四
年
三
月
末
現
在
の
統

計
に
は
、
人
口
二
五
〇
、
世
帯

数
五
六
と
示
さ
れ
て
い
る
。
十

二
年
前
の
三
十
二
年
に
比
べ
れ

ば
そ
れ
ぞ
れ
一
一
一
人
、
一
二

戸
の
減
少
だ
。
減
少
率
は
い
ず

れ
も
町
の
平
均
よ
り
高
く
な
っ

て
い
る
が
、
人
口
の
三
割
減
に

比
べ
て
案
外
に
戸
数
が
減
少
（

　一七％

）
し
な
い
の
は
、
家
族

構
成
員
の
減
少
と
老
令
化
と
い

う
か
た
ち
を
ま
ね
き
や
す
い
と

い
え
よ
う
。

高
校
卒
業
生
で
農
業
従
事
は
一
人

　
　
「
戸
数
を
確
保
し
て
も
、
そ

の
内
容
が
問
題
じ
ゃ
な
い
か
凶

、
と
、
出
て
行
く
農
家
よ
り
も
、

む
し
ろ
残
る
農
家
へ
心
配
が
向

け
ら
れ
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う

　
「
冬
の
堺
松
ま
で
の
道
つ
け
が

容
易
で
な
く
な
り
ま
し
た
凶
　
「

高
校
を
卒
業
し
て
農
業
に
従
事

す
る
者
は
こ
と
し
も
一
人
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
凶
と
あ
る
婦
人
。

五
〇
ア
ー
ル
を
耕
し
て
、
長
男

　
ま
ち
を
街
ば
へ
送
り
出
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
の
婦
人
は
、
　
「
農

業
を
継
ぎ
た
く
な
い
と
い
う
む

す
こ
の
言
い
分
を
押
え
る
自
信

は
、
農
業
の
将
来
を
考
え
る
と

実
は
全
く
な
か
っ
た
ん
で
す
］

　
む
ず
か
し
く
な
る
離
村

　
倉
庫
に
山
と
積
ま
っ
た
米
俵

が
何
十
回
、
何
百
回
、
茶
の
問

の
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
た
こ

と
か
。
　
「
空
屋
が
ま
た
増
え
な

中
尾

　
高
倦
胴
シ
マ
　
（
4
3
才
）

　
主
人
は
昨
年
横
浜

に
出
稼
し
ま
し
た
。

食
事
は
ま
あ
ま
あ
で

し
た
が
寮
が
バ
ラ
ッ

ク
で
困
っ
た
よ
う
で
、

す
。
こ
の
先
何
年
つ

づ
く
か
わ
か
ら
な
い
出
稼
で
す

か
ら
健
康
の
こ
と
に
つ
い
て
充

分
対
策
を
考
え
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
も
主
人
は
土
木
工
事
な
ど

に
出
る
の
で
、
農
業
は
私
一
人

に
ま
か
さ
れ
ま
す
。
米
が
だ
ん

だ
ん
い
ら
な
く
な
っ
て
自
主
流

通
米
制
度
が
出
来
た
り
で
将
来

け
れ
ば
よ
い
が
…
…
」
し
か
し

「
今
ま
で
は
わ
り
あ
い
離
村
で

き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
ち
ょ
っ

と
む
ず
か
し
く
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
な
ご
と
い
う
意
見

も
出
さ
れ
た
。
田
畑
な
ど
を
高

く
売
っ
て
資
金
づ
く
り
【
た
い

に
も
、
買
い
手
が
つ
か
な
い
こ

と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
家
族
そ
ろ
っ
て
生
活
す
る
場

と
、
そ
れ
に
必
要
な
所
得
を
求

め
る
場
と
が
、
同
一
の
場
で
あ

る
こ
と
を
み
ん
な
が
欲
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
で
き
な

い
今
、
生
活
の
基
盤
が
ど
っ
ち

つ
か
ず
の
宙
ぶ
ら
り
ん
な
所
に

置
き
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

　
　
雪
派
は
閉
さ

　
　
せ
っ
ば

　
〃
雪
派
〃
の
名
で
部
落
民
に

親
し
ま
れ
て
き
た
三
省
小
学
校

の
大
荒
戸
雪
中
派
出
所
は
、
六

年
前
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
　
「
こ
と

し
春
の
新
入
学
児
童
は
た
っ
た

一
人
で
す
凶
と
い
う
。

「
小
谷
の
保
育
所
（
三
省
小
）

へ
園
児
を
送
る
の
も
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
ぽ
と
あ
る
婦
人
。

す
る
と
「
家
で
は
女
の
子
を
中

学
へ
入
れ
て
い
ま
す
が
、
体
が

が
い
く
ら
か
不
安
で
す
。

　
い
ま
、
中
尾
～
外
丸
問
に
道

路
工
事
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す

こ
の
道
が
完
成
す
れ
ば
、
飯
山

線
に
最
も
近
い
道
と
な
り
、
中

尾
も
ず
っ
と
便
利
な
と
こ
ろ
に

な
る
と
い
う
の
で
み
ん
な
よ
ろ

こ
ん
で
い
ま
す
。
撫

　
　
　
　
村
山
昭
雄
（
2
2
才
）

　
山
村
振
興
法
、
豪
雪
地
帯
特

別
措
置
法
な
ど
の
法
律
の
力
を

よ
そ
に
現
在
全
国
的
に
過
疎
、

出
稼
ぎ
問
題
は
深
刻
化
し
て
来

て
い
ま
す
。
松
之
山
も
そ
の
例

に
も
れ
ず
町
当
局
も
対
策
に
頭

を
痛
め
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
こ
の
松
之
山
に
永
住
す
る

大
夫
で
な
い
せ
い
も
あ
σ
ま
す

が
、
湯
山
ま
で
歩
く
の
は
た
い

そ
う
で
、
学
校
へ
行
き
た
く
な

い
と
じ
く
ね
て
困
っ
た
」
と
隣

り
合
わ
せ
の
婦
人
が
初
め
て
発

言
し
た
。
　
「
湯
山
へ
下
宿
探
し

に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
凶

と
い
う
。
　
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が

欲
し
い
ぼ
と
希
望
を
述
べ
る
。

し
か
し
、
こ
・
に
も
夢
が
あ
る
。

大
茎
尺
松
代
線
に
期
待

　
　
集
団
桑
園
に
意
欲
を
〃

　
「
大
荒
戸
松
代
線
の
建
設
に

は
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
ま

す
一
と
部
落
長
さ
ん
。
集
団
桑

園
も
桑
の
仕
立
て
方
が
わ
る
か

っ
た
・
め
、
除
草
、
収
穫
な
ど

に
機
械
力
が
使
え
ず
、
労
力
不

足
の
悪
条
件
が
重
な
っ
て
収
益

も
思
う
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た

が
、
　
「
そ
れ
で
も
メ
ン
バ
ー
の

脱
落
者
も
な
い
し
、
所
得
増
大

に
と
り
組
み
た
い
凶
と
意
欲
的

だ
。
　
楽
し
み
に

　
　
温
泉
と
ス
ポ
ー
ツ
を

　
「
湯
本
に
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

を
つ
く
っ
て
、
農
休
日
な
ど
に

出
か
け
て
行
っ
て
気
楽
に
入
浴

我
々
と
し
て
は
、
将
来
魅
力
あ

る
松
之
山
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
米
一

つ
で
こ
こ
ま
で
来
た
松
之
山
の

農
業
も
、
米
の
生
産
過
剰
、
米

価
の
す
え
お
き
、
と
米
一
本
で

は
ま
す
ま
す
都
市
と
の
生
活
水

，
準
に
水
を
あ
け
ら
れ
て
行
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
の
米

一
本
の
農
業
か
ら
プ
ラ
ス
何
を

や
る
か
が
農
家
の
生
活
水
準
を

上
げ
ろ
事
が
出
来
る
出
来
な
い

に
な
っ
て
行
く
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
国
や
県
の
後
継
者
育
成

資
金
だ
け
で
は
出
来
な
い
事
も

多
く
出
て
来
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
様
な
場
合
思
い
切
っ
た
補

助
金
を
支
出
し
米
プ
ラ
ス
何
に

す
る
か
。
魅
力
あ
る
松
之
山
の

た
め
に
我
々
青
年
に
大
き
な
夢

を
も
て
る
様
努
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
て
休
め
る
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
、
建
設
的
な
意
見

も
と
び
出
し
て
き
た
。
「
婦
人
の

ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
盛
ん
に
な
っ

て
き
た
が
よ
い
こ
と
だ
と
思
う
一

「
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
よ
う
に

し
た
い
し
、
そ
の
た
め
の
余
暇

を
つ
く
る
努
力
を
し
た
い
ぽ
と

祈
し
い
感
覚
も
の
ぞ
か
せ
る
。

　
入
院
出
産
に
よ
ろ
こ
び
を

　
ま
た
「
産
婦
人
科
の
先
生
が

来
ら
れ
た
の
が
大
き
な
喜
び
で

し
た
凶
　
「
入
院
し
て
お
産
が
で

き
る
な
ん
て
、
こ
・
で
は
か
な

え
ら
れ
な
い
夢
と
思
っ
て
ま
し

た
が
ー
ご
と
婦
人
た
ち
。

保
健
婦
に
大
き
な
期
待

　
「
保
健
婦
さ
ん
が
来
ら
れ
た

こ
と
も
、
何
よ
り
う
れ
し
い
ニ

ュ
ー
ス
凶
と
、
み
ん
な
の
気
持

を
代
表
し
た
発
言
。
い
ま
部
落

訪
問
へ
の
準
備
に
忙
し
い
毎
日

を
過
し
て
い
る
こ
と
を
話
す
と

待
ち
ど
お
し
さ
を
か
く
し
き
れ

な
い
と
い
っ
た
よ
う
で
す
ー
。

　
若
い
保
健
婦
、
目
黒
さ
ん
へ

の
期
侍
は
大
き
く
、
こ
の
大
荒

戸
部
落
の
人
た
ち
に
も
、
暖
か

く
迎
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
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